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ワークショップ
主催：日本リンパ浮腫治療学会 四国地方会

リンパ浮腫の病態生理をより簡単に理解できると思います。

リンパ節を取ったら何が起こるのか、患者様と一緒に学びませんか？

事前参加申し込み要
40名・先着順です

参加費：7500円

参加申し込み先：
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSczyA0G70t_2MS_psJUc0795HyQLdLuVHz-
TREoA6_k5Vpypw/viewform?usp=sharin

ALERTのICGリンパ管造影検査の実践

参加が確定次第、参加費の入金に関してご連絡を差し上げます。

Ms. Robbie Blackwell
ALERT Program, Clinical Associates 

Senior Lymphoedema Therapist, 

Macquarie University Hospital, Sydney, Australia

日時：2024年９月15日
15:00 ～ 17:30
（１４：４５ 開場）

場所：リムズ徳島クリニック

普段、見ることのできないリンパ管をみてみませんか？

お問い合わせ先：imai@tokushima-u.ac.jp



■講師紹介

須網 博夫 先生
日本形成外科学会認定医。2001年からメルボルン大学にてリンパ解剖学の研究を開始され、2009年よ
りテキサス大学ＭＤアンダーソンがんセンターの形成外科助教及びマイクロサージェリー研究センターのディレ
クターとして勤務。2015年よりマッコリー大学医学・健康科学部のAustralian Lymphatic Education,
Research and Treatment (ALERT)プログラムに所属され、ICG蛍光リンパ管造影によるリンパ浮腫の
診断やリンパ系の解剖に関する数多くの研究をご発表されています。また、リンパ浮腫セラピスト教育にも携
われ、科学的根拠に基づいた治療やケアの普及など多岐にわたってご活躍されています。

スケジュール

時間 内 容

１５：００～１６：００ 上肢のICG検査 デモンストレーション

１６：００～１６：１5 休 憩

１６：１５～１７：３０ ケーススタディ

ALERTでは、ICG検査はテラピスト、リハビリ専門医がクライエントと相談した
上で実施しており、ICGを注射後、継続的に画像の変化が認められなくなるまで
検査を行い、さらにテラピストがICGを促進させる目的のMLDを行うことである。
また、クライエントが自分の病態を理解する事を、大きな目的とするため、得られ
た情報は、皮膚に直接、油性ペンでマーキングを行い、セルフ・リンパドレナージの
指導、弾性着衣の処方を含むテラピストのコンサルテーションに利用される。
リンパ浮腫外来受診の主たるゴールとしては、状態の軽重に関わらず、自身に起
こっている変化を理解する要望が多く、ICG検査は病態を理解していただく非常
に有効なツールの一つとなっている。
本ワークショップは、ICG検査法のデモンストレーションを行い、同時通訳を交
え参加者と診断手法を共有するとともに、演者と参加者の双方向的にディスカッ
ションを行うことで、お互いの技術を磨くことを意図する。

Robbie Blackwell 先生
作業療法士、ALA認定リンパ浮腫療法士、ALERT クリニックのチームリーダー。ロビーは、リンパ浮腫、リ
ピデーマ、その他の慢性浮腫の患者に保存的管理の指導を提供するとともに、ICG リンパ画像検査を自身
でも行っています。ロビーは、リンパ系障害が特定された場合に観察される形態学的変化を解釈する一連の
研究の普及に貢献し続けており、世界中で発表を行っています。彼女は ALERT 教育チームの一員として、
認定されたリンパ浮腫トレーニング・プログラムを開発し、国内および国外のセラピストに提供。その功績によ
り2020 年にマッコーリー大学の名誉准講師に任命されました。ロビーは、ICG リンパ造影や現代のリンパ研
究に関する最新の情報に基づいた、個別の患者にカスタム化した治療方針をリンパ浮腫患者に提供するこ
とが、患者様を勇気づけると信じています。



〒770-0047
徳島県徳島市名東町2-559-1
電話：088-634-1122
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